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本号の＜アメリカよもやま話＞では、昨年11月24日（月）から12月7日（日）まで休暇を過ごしたハワイでのお話をしたいと思います。50年近

くカリフォルニア州Los Angelesをベースに住宅開発の情報会社を運営してきた山本の生まれて初めての長い2週間バケーション（ハワイ島で5日

半、オアフ7日半）でした。ハワイでの新たな発見＜よもやま話＞をお伝えします。ハワイ島訪問は20年振りでしたが、ハワイの歴史を学び直す

旅でもありました。

ハワイ島のお話：The Big Island of Hawaii

ハワイ諸島は132島から形成されていますが、私達が知る主な島は8島（カウアイ・ニイハウ・オアフ・モロカイ・ラ

ナイ・マウイ・カホオラウェ・ハワイ島）です。ハワイ島がBig Islandと呼ばれるのはその広さが全諸島を併せた面積

の62%占めるからですが、人口はハワイ州全体の14%（20万人）です。ところでここでお話しする数々の発見は、

ツアー11/26（水）のガイド関口さんの豊富な知識と細やかな配慮によるところが大です。ガイド歴13年、33才の

関口さんはハワイを語る時に二人の恩人を決して忘れてはならない、と話してくれました。

①カメハメハ大王：

ハワイ島で生まれ、1810年にハワイ諸島を統一した初代国王です。カ・メハメハとは

＜孤独な人＞とか＜静かな人＞という意味があるそうですが、統率力と外交に優れた人

物で他国からの侵略を許さず、ハワイ諸島の独立を守り、今も継承されている自然保護

に尽力した人だったとのことです。ハワイ諸島の3ヵ所にある銅像の1つはホノルルに

次ぐ大都市ハワイ島東沿岸のヒロ（日系移民が開発に貢献）に立っています。後述のマ

ウナケア山のきれいな星空はカメハメハ大王の自然保護の成果に他ならない、とのこと

です。

②ダニエル・ケン・イノウエ：（日本名：井上 建）アメリカ合衆国政治家

1924年9月7日ホノルル生まれ、2012年12月17日（88才没）

ハワイを訪れた方はきっと「ダニエル・イノウエ」という名前には聞き覚えがあること

でしょう。2017年4月17日以来オアフ島ホノルル国際空港はダニエル・ケン・イノ

ウエ国際空港と改名されています。ハワイ出身初の日系上院議員として、1963年からイノウエ氏は50年近く連邦議

会の上院議員とし在任。同氏の人生は第二次世界大戦（太平洋戦争）とその後の数々の政治的功績なくしては語れませ

ん。日本が真珠湾攻撃を遂行した1941年（昭和16年）12月8日（米国12/07）、ダニエル・イノウエは17才でし

た。この報道はハワイ生まれの若い日系二世達にとって衝撃的なものだったそうです。

＜第442連隊での活躍＞

アメリカ生まれでありながら、それまで何かと差別を受ける日々だったようですが、ハ

ワイ生まれの日系二世達はこの時こそ自分達のアメリカ合衆国に対する忠誠心を示す時

だと1943年2月の軍募集に4,500人もの日系二世（2/3がハワイ・1/3が米国本土出

身）が応募したとのことです。1年有余の訓練を受けた後、彼らは第442連隊戦闘団に

配属され、ドイツとの闘いが熾烈な時期であったヨーロッパ前線に派遣されました。

1944年10月にフランスのポージュ山脈に閉じ込められたテキサス隊211名を救助な

ど数々の功績を上げ、1945年4月にはイタリアでの戦線でイノウエは右腕を無くす怪

我を負い、後送されてミシガン州バトルクリーク陸軍病院で1年以上の入院生活を送る

ことになりました。多くの勲章を授与したとは言え、当初目指していた医学への道を諦

めて、ジョージワシントン大学の法学部を卒業、1953年法務博士、1954年にハワイ

議会の議員、1959年ハワイの連邦下院議員、1963年には上院議員に当選しました。

＜上院議員時代の政策＞

数々の米国議会での功績の内、第2次世界大戦による強制収容所に伴う財産の没収に関して、イノウエは「戦時補償法

の制定」などに尽力する傍ら、1973年にはウォーターゲート事件、1987年にはイラン・コントラ事件の上院調査

特別委委員長となり注目されました。ハワイの人々がダニエル・イノウエ氏を崇敬していることが明白に判る数々の功

績を残したのです。
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＜キラウエア火山とマウナケア山の星空＞

世界遺産キラウェア火山は格別な経験でした。地元の人によると、2018年9月の大

噴火以来大体2週間毎に小噴火があるそうです。私達のツアー前日11/25（火）に

も噴火したそうで、ツアー当日にはまだ小さな噴火が残っていました。2018年前ま

では火口深さが400m以上あったのが、同年噴火後には200mまでに浅くなったそ

うです。火口の巾は約2kmほどの大きさでした。

その後、マウナケア山麓に移動、お弁当夕食を済ませていよいよ星空観賞：実は私は

今からほぼ60年程も前に、南カリフォルニアのKern川というキャンプ場に連れて行っ

てもらう機会があり、その時のテントから見た星空が素晴らしく、これ以上の星空は

無いであろうと高をくくっていました。ところがどうでしょう！マウナケア山麓(標

高約2,800m)からの星空はとても鮮明で、プラネタリュームで見上げているように

空全体が見えたのです。もっと驚いたのは、その時ガイドの関口さんが超強力のレイ

ザーポインターで、それぞれの星座を囲って説明してくれたことです。はっきりと見

える星座はまことに圧巻でした。という次第で、ハワイ島では新発見の連続でした。

日時 ：２０２５年１２月２０日（土）11:30～14:00 会場 ：イタリアン「田園調布倶楽部」（大田区）

２６名の参加で開催されました。安斉運営委員長の開会の辞の後、山本代表の挨拶がありました。続いてコーラス部の

１3人が１年間のコーラス練習の成

果を披露しました。曲は「夢の世界

を」「BELIEVE」「いのちの歌」

最後に会場の皆さんと一緒に「クリ

スマスソングメドレー」を合唱しま

した。部員は赤い帽子やトナカイ帽

などをかぶり、ジングルベルでは鈴

などの鳴り物も入れて盛り上がりま

した。その後、皆で乾杯をして飲み

放題付きイタリアンのフルコースを

堪能し、楽しく歓談することができ

ました。（表紙写真参照）

12月15日（月）にチャンプの有志で宮尾賢さんのお墓参りをしました。宮尾さんは丁度1

年前の12月2日に亡くなられたのですが諸般の事情で納骨が遅れたため墓参がこの時期に

なりました。お寺は西新宿の常圓寺で新宿の超高層群のすぐ脇ですが600年以上の歴史の

ある日蓮宗の古刹ということです。当日は山本代表、安斉委員長をはじめとして13名が参

加し、宮尾家のお墓にお花や

お線香を手向け、順番に合掌

しました。その後、近くの新

宿センタービル別館のレスト

ラン「音音（おんおん）」で

「宮尾さんを偲ぶ昼食会」と

なりました。チャンプの最大

の功労者であった故人の思い

出話はつきませんでしたがお

開きとなりました。

宮尾賢さんのご冥福を祈りま

す。
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チャンプ忘年会 12月20日

宮尾 賢さんの墓参 12月15日


